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消
防
本
部
は
、
妨
火
貯
水
そ
う
で

の
子
供
の
水
の
事
般
を
ふ
せ
ぐ
た

培
、
無
議
貯
水
そ
う
に
か
け
て
あ

る
金
網
の
張
り
替
え
、
補
修
を
行

な
い
ま
し
た
。

無
茶
貯
水
そ
う
は
、
告
白
に
一
ニ

十
一
ニ
力
所
、
十
一
沢
に
一
一
十
五
カ

所
、
旭
に
十
六
力
所
、
城
島
に

十
二
カ
所
、
八
幡
・
中
原
・
真

土
・
間
隔
に
各
一
一
カ
所
、
花
試

合
に
一
力
所
、
合
計
で
九
ふ
五

カ
所
も
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
水

深
一
t

一
一M
は
あ
り
、
ち
い
さ

い
ヂ
の
命
を
う
ば
う
危
険
を
十

分
も
っ
と
い
え
ま
ナ
。

こ
の
た
め
、
消
防
本
部
で
は
、
会

無
車
問
貯
水
そ
う
に
十
二
番
線
の
金

調
仰
を
張
り
あ
や
ま
っ
て
千
供
が
こ

の
う
え
に
の
っ
て
も
水
に
落
ち
込

む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
は
い

ま
ナ
が
、
命
綱
の
一
部
が
い
た
ん

で
い
た
り
、
子
供
が
こ
の
う
え
で

遊
ん
だ
り
す
れ
ば
、
い
つ
か
こ
の

令
綱
が
こ
わ
れ
る
お
そ
れ
は
あ
る

と
し
て
、
子
供
を
貯
水
そ
う
の

泣
く
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
と
家
庭

の
注
意
を
の
ぞ

お
世
間
ん
で
い
ま
す
。

の
γ
'
いv
d
さ
ρ
わ
い
、
市

t
d
p
p
J
才
内
で
は
、
貯
水

凡
河
拡
肘
訟
~
そ
う
に
よ
る
率

、
可
j
p
放
は
お
き
て
い

b
唱
出
ま
せ
ん
が
、
他

g
J
H
H
H
U市
で
は
、
毎
年

口
付
山
川
〉
み
ら
れ
る
事
件

"
」
刀m
d

で
あ
り
、
海
浜

i
h
y

中
川
で
の
あ
ぷ

、r
Y
4
な
い
水
遊
び
と

b
b
刊
と
も
に
、
貯
水

、
以
そ
う
で
の
水
遊

」$
b
b

び
も
曹
び
し
く

彰
一
一
京
禁
じ
ら
れ5

1
1

匂
d
l官
i
d

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
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日本代表に選ばれた

猪俣義久君

惨今月 S ページ媛

②ベ iジa 市議会 6月定例
会の結県、窓口サーピス
用封筒、第 3 次漁業セン
サス、税の納期など

③ページ"1'菌箆畿運罷保険制
E主の現状、第10回我が家
の家計簿体験談募策、海
と肉の美化運動など。

④ページh きゅ'O!l立毛品
務会の結果から、伝染病
の発生と治議、市民キャ
ンプ、緩陰図書館の日
程、プール海水浴場開設
など。
⑤ページリ第 1 次追加盟
主予算の内容、社会を号耳
石くナる運動。

⑥ページし尿処恩制度改正
後の注意点、戦授者の蓑
に給付金、移動教育相
談、住民澄録、など。

⑦ページ・・・蚊はえ送清作戦
5回沼健康診断と予防主主
身お広報特派員(村井公
霊童〉攻ど。

③ページ…住宅公態の特別
融資、市民文芸作品募
策、声の広場、新平塚風
土記なと。
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h
と
と
し
第
二
鶴
自
の
市
議
会
出
比
例
会
は
、
六
月
二
十
四
日
議
事
墜
に
開
会
、
会
期
十
白
鴎
一
し
ま
し
た
。
ま
た
、
加
藤
市
開
設
は
、
抽
出
加
震
予
算
の
提
案
に
さ
き
だ
ち
、
教
育
と
建
設
郡
山

川
を
も
っ
て
、
①
一
手
八
年
度
第
一
重
量
正
予
算
、
富
市
金
戸
川
貞
雄
雲
市
功
労
。
市
計
事
…
業
に
重
要
の
努
力
を
は
ら

E
Z

施
政
方
針
喜
朗
し
ま
し
た
。
芸
叫

W
者
と
し
て
表
彰
す
る
索
、
③
助
役
に
鈴
-
喜
雄
両
国
、
教
育
委
員
に
水
越
正
氏
を
選
任
す
る
省
議
会
内

e

原
子
力
満
水
燃
の
白
書
出
時
お
よ
び

E
O

叉
D
時
間
闘
機
の
日
本
配
備
反W

岬
索
、
④
市
特
別
賂
給
与
条
例
の
一
部
改
正
案
し
な
ど
を
審
議
、
い
ず
れ
も
両
日
索
ど
お
り
可
決

9

対
e
と
、
。
校
日
朝
鮮
入
の
母
演
と
の
往
来
実
務

e
に
つ
い
て
決
議
を
行
な
い
ま
し
た
。
川
叩

7 丹 26 日

~l草苅町会館 呼!ポ公民

館サ花本会開 {S/j(:í守宅

民主店 海岸地iメ開会合

様。

委
員
・
荷
藤
宋
音
、
杉
山
和
夫
、

絡
み
つ
、
小
川
法
齢
、
内
田
ト
ミ
ヱ

近
議
議
作
、
間
関
倉
小
萩
、
開
門
領
政
平

町
出
野
英
和
歌
、
回
出
阿
倍
努
。

草月 1 UfJ1.イ'i，~立芸 1'1: 7，'より
.JtrえZ さ ÌL た JU占 j え (?nt'l(;) -(H5 
卒こ桁の -MS'� (，こか;イ lミされてい

るすべての fH:';市について〆)う

めことがんをおた干 c. たし

ますので、その i'ií'iはよろ[く二、

く fごき、\

名 lìíj
ヵ、 1

どんなj{f 訟で Iff}) しもで AL

~力、。



法
俸
の
とn
J
嘗
申
に
よ
っ
て
、
職
場
の
健
康
保
険
、
日
間
労
働
背
健
康

保
換
、
共
済
総
合
、
船
損
保
険
本
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
と
喝
生
活
保

畿
を
受
け
て
い
る
家
庭
の
人
を
の
ぞ
昔
、
市
民
は
、
ナ

A
て
償
問
健
援

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ナ
。
平
塚
市
の
国
間
健
康
保
険

が
金
市
約
な
規
換
で
由
開
廷
し
て
か
ら
七
年
目
、
現
在
一
万
六
百
十
世

帯
、
四
万
一
一
一
世
間
出
五
十
五
人
(
会
人
口
の
一
一
一
一
ニ
・
八
%
〉
が
加
入
し
、
年

閣
の
運
営
予
算
は
一
億
五
百
二
十
七
万
同
に
の
ば
っ
て
い
ま
す
、
国
民

間
簡
保
険
と
い
う
考
え
方
と
と
も
に
、
盟
問
内
健
福
属
保
倹
は
、
市
民
の
牛
涯

を
支
え
る
大
切
な
制
度
と
し
て
、
一
山
首
及
し
、
初
帰
さ
れ
る
に
宝
っ
た
、

と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
回
出
同
町
健
康
掃
険
の
諸
制
度
と
そ
の
利
綱
方
法

は
、
比
較
的
よ
く
箆
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
ナ
が
、
担
当
の
間
再
健
康

保
険
説
で
は
、
①
当
然
関
係
に
加
ス
す
べ
き
条
件
の
人
で
、
未
加
入
の

ま
ま
に
ー
な
っ
て
い
る
人
が
若
ヂ
あ
る
。
②
日
闘
保
の
制
度
は
よ
く
知
ら
れ

て
は
い
る
が
、
さ
ら
に
正
し
く
浬
解
し
て
も
ら
い
、
国
保
制
度
の
よ
め

効
果
的
な
遼
営
者
は
か
り
た
い
、
と
し
て
い
ま
ナ
。

門
鍾
民
健
康
保
検
撲
の
説
雨
明
凶
関
係
は

一
市
が
特
別
会
計
で
経
届
出
す
る
健
疑
似
開
険

一
制
度
で
あ
る
。
護
憲
市
で
雪
、4A
A弘
福
詫
倫

一
被
保
険
者
は
市
民
に
限
ら
れ
る
。
市
は
、
ヲ
向
ゾ
一
回
線
父

一
被
保
険
者
と
し
て
加
入
し
た
人
か
ら
保
、
回

a
v
J

検
事
あ
つ
め
、
こ
れ
に
、
甲
車
H
U
M
A
u
n
H
H

会
長
五
日
日
九a
u
m

h
H
一
補
助
金
と
市
債
を
加
え
て
運
営
し
て
い

;
で
品
。
加
入
者
が
病
気
に
友
る
と
そ
の
擦
噛

9

一
護
費
の
一
部
品
官
支
給
し
、
経
済
的
に
、
瞬
、

H
a
一
ら
く
な
き
も
ち
で
医
者
に
か
か
っ
て
も

で
門
お
う
と
い
う
の
が
、
と
の
制
度
の
司
一
八
千
四
百
九
十
一
一
一
円
に
の
ぼ
っ
て
お
り

F

，
一
的
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
助
産
、
葬
祭
、
一
国
保
は
、
加
入
者
に
対
し
て
、
負
担
額

一
に
つ
い
て
も
手
当
金
を
支
給
し
て
い
一
の
情
に
ち
か
い
兎
潟
え
り
支
給
壱
与
え

ひ
τ
。
譲
住
一
万
六
百
十
世
帯
、
四
方
一
一
一
て
い
る
。
ま
た
、
留
保
の
弔
算
出
聞
は
、

一
百
五
十
五
人
の
市
震
が
加
入
し
一
億

r
一
一
世
帯
当
り
一
万
二
十
五
円
に
あ
た
っ

ロ
世
一
百
二
十
七
万
円
の
収
支
弔
官
て
い
る
。
国
保
は

9

と
お
ば
ぬ
占
庁
舎
の

d

当
睡
て
い
る
。
と
の
な
か
で
、
聞
で
あ
り
、

揺
は
一h世
帯
早
均
四
千
六
百

で
あ
る
が
、
保
険
糖
と
し
「

入
者
に
支
給
す
る
額
は
、
一
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認本搬送協会

綾子欝増強中央委員会
都道路手県貯蓄推蟻議員会

世帯主は世帯に呉動があった場合必ず届出な

ければならない義務が品ります。

{かならず印鑑をお忘れな< ) 
，~生八日目白帥~ . 

昭和 38 年 7 月 1丹円(3) 

'"募集作品・第 1 吉匹家計簿をつけて良か

ったと思うこと、苦心したこと、反省し

たこと。これからの計画など、第 2部予

算のたて方と実行について、収入の議

減、 f路震内容の塁王fむ、消費者物儲のよ

S卒、月賦などが家計に与えた影響と対

鍛、経営と家計の分離、所得内容の変佑

にともなう家計支出の変化と工夫など。

または、今後の生活設計や貯蓄について

の昔ti!語放ど、食応募・本主主 400字づ島原

稿用語草 4 枚以内、家計簿記援の内容のわ

かる王霊平被服・住居 a 教青昔十簡などのわ

かる表などをそえるとと。 S月 10日まで

に認誌瓦横浜童文送局(横浜市中区本町 l

<D .4l へ@くわしくは市役所市民課へ
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農
産
課
は
、
六
月
七
1

八
百
の
両
百
、
各
農
協
の
協
力
を
得
て
、
一
一
一
十
八
茸
度
の
曹
ゆ
り
立
毛
品
詳
会
を
行
泣
い
、
そ
の
結
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
度
吉
ゅ
う
り
裁
第
の
特
徴
と
し
て
①
み
ど
り
節
成
(
管
系
)
の
裁
措
が
金
作
付
随
僚
の
ほ
ぼ

九
O
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
相
撲
半
島
ハ
白
系
)
は
旭
の
一
部
に
の
み
残
る
結
果
と
な
っ
た
、
②
立

J缶
百
抽
評
会
に
お
い
て
白
系
き
ゅ

う
り
は
い
ず
れ
も
等
弁
と
な
っ
た
、
③
背
系
の
き
ゅ
う
り
は
、
市
場
稲
場
と
生
態
量
の
上
で
い
ず
れ
も
白
系
よ
り
纏
位
に
た
ち
、
白

系
は
今
年
度
観
り
で
姿
を
消
す
こ
と
に
怠
ろ
う
涯
と
の
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
ナ
。
今
年
度
き
ゅ
う
り
栽
培
に
つ
い
て
は
、
盛
護
課

で
資
料
を
あ
つ
め
つ
つ
あ
り
、
お
っ
て
発
表
で
き
る
予
定
で
す
。

門
田
曲
部
会
の
結
果
一
日
今
年
度
の
宮
ゅ
う
「
棺
模
半
白
は
旭
む
一

一
市
内
で
、
ざ
っ
と
七
一
に
と
ど
ま
っ
た
。

ハ
町
)
、
う
ち
六
十
一

かーコ

館穣騒陰緑を夢
一
叩
」
一

l

一

も
す
一

ど
ま
一

子
り
一

の
ま
一

み
じ
一

休
は
一

帯
護
且
が
一

i ケ浜ブール

場

。
市
営
ブ
ー
ル
間
関
場

h
e

期
間
七
月
二
日i
八
月
三

十
一
日
、
毎
自
午
前
九
時

2

午
後
四
時
ま
で
。

入
場
判
明
大
人
二
T
丹
、
小

人
十
円
。

プ
ー
ル
場
内
で
は
、
は
き

も
の
を
は
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。
貴
重
品
な
ど
は
あ

ず
け
る
か
、
各
自
十
分
注

意
し
て
、
附
肘
難
平
紛
央
を

し
友
い
よ
う
に
。
ま
た
、

出
回
転
車
問
臨
場
に
線
度
が
あ

り
ま
ナ
か
ら
、
自
転
車
で

の
と
来
場
は
、
本
る

G

へ
く

と
遠
慮
く
だ
さ
い
。
紙
く

ず
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と
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箱
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入
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き
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と
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用
く
だ
さ
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八
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一
一
十
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ま
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の
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毎

日
午
前
九
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午
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四
時

ま
で
。
場
所
は
須
賀
灯
台

下
海
岸c

各
自
に
持
ち
物
に
十
分
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注
意
い
た
だ
く
と
と
も
ぷ

厳
積
人
の
指
示
に
は
よ
く

し
も~
1
L
か
っ
て
い
作
ー
だ
嘗
ま

ナ
。
ま
た
、
指
定
広
域
以

外
で
は
、
絶
対
に
泳
い
だ

り
ナ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

こ
注
意
く
だ
さ
い
、
市
内

の
川
平
海
は
危
険
度
が
た

か
く
、
指
定
区
域
以
外
で

の
遊
卵
白
川
か
た
く
禁
止

し
て
い
ま
す
。
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各会計別の予算額は、次のとおりと

なりました。

マ一般会計“今期 2億2921方向追加

予算総額は16鍍8669万円。
、

マ特別会計・今期競輪事業会計に 2

億89577ヲ円、競馬事業会計に 3億

2209万円、簡易水道会計に47万円

農業共済会計に 209万円をそれぞ

れ追加し、合計で29億4064万円。

この結果争会計百Jの予算額は次の

とおりとなりました。

競馬事業会計……13億1572万円

競輪事業会計…… .13億1798方向

額保事業会計…・… 1億0527万円

向診療施設事業会計…ぃ 235方向

衝撃毒水道事業会計一ー…白2194万円

都市改造事業会計回‘・・・ー・‘・5516万円

潟入工業地帯造成会昔ト・7548J5'円

強業共済事業会計.........2945万円

市民センター費会計n … 1724方向

また、今務 8億をこえる迫加予算額

を支えた財源は次のとおりです。

一般会計では、語圏と焦の補助金2172

万円、前年度からの繰越金残1)分76

18万円、競輪競馬収益増加分 1億19

99万円、使用料手数制収入 30日万円

などを財源とし、特別会計競輪競馬

事業費では、車券の売りよげ増加分

と前年度線越金なと、問領易水道で

は給水工事収入と一般会計からの繰

り出し金をあてました。特別会計農
業共済事業援の財源には、共済掛金

保険金収入、県碕助金、一段

出し金、前年度繰り

防署海岸出張所の建設に要ナる諸

経費のほか、消防車 2台、消火せ

ん82纂の設置などを中心とする消

防力充実のための予算を計上。

①消防署海岸出張所庁舎建設( 3 

と'5 45.3平方m など) ".265万円

②消妨車購入 2 台町ヨ 0 ・.. 360万円

③海岸凶張所無線電話いい40方向

④消防ホス購入85本・ ...82万円

⑤機筋井戸 5 義(市街地 3 ・大野

1 ・金田 1 )工事費一。 110万円

⑤消火せん82纂〔市街地27 ・大野

42 ・旭 9 .金田 2 ・大野および神

6月市議会定例J~は、一般会計と特別会計競輪・競馬・簡易水道・農業共済各事業費の第
一次追加更正予算を可決しました。追加額は、一般特別各会計合算で日億4344万円、この

結果平塚市の総体予算額は46億2733万円に達し、前年同期を12億454百万円うわまわる結果

とまりました。去る 3月の議会で成立している今年度当初予算は、市長市議選選をひかえ

て、都市長￠もとで、骨格予算として組まれたものであり、したがって今斜可決をみた第

I 次追加更正予算は、今年度の肉づけ予算としL亡みていいものでナ。また加曜市長のもと

ではじ酌て絹まれた予算である、という点でも注活をあつめています。

費、第 7 号排水路君主 ε4排水路の

改修工事費、平塚海岸伊勢原線な

ど 4 路線の鯨装工事費、東浅翻大

島線の測量と静装工事費、沼南海

岸公醸君主ど 4 公園の整備費などを

追加計上しました。

〔道路・街路関係〕

①道路維持修繕書帯用費増 412万円

(Jl:道路獲綴用インパクトローラー

およびスプレイヤ一緒入 110万円

③技大島線局部改修・ ι ・ ....30万円

④減所線駒郡己主修υ ‘ー…50万円

⑤土沢寺分王手回線局部改修40方向

-・・75万円

(Jl:橋・排水路補修費遺加…22方向

③街路間J溝新設追加888m 222方向

③新市関h茸新設追加600m 150万円

⑤松風町排水ポンプ設置 55万円

(Q;出溝フタ作製8000枚目 240万円

⑦U宇溝フタ作製2000枚...60方向

③側溝フタ材制費7000枚 143万円

③後谷排水路改修22m ・ 50万円

⑬ 7号排水路改修350m ".700万円

⑪後谷排水路しゅんせつ・"59方向

⑫須賀大浜排水管400m ...160方向

⑬公共下水道認可設計委託制〈鰐

1 排水区第 5 分区) ...... 100方向

〔主主鴎関係〕

①大久保公盤整備ぃ...... 145方向

②育制l' 手言明町公畷整備 100万円

③瀬戸再海岸公盟繋備工事〔タト柵・

徳総ー芝生広場君主ど) ... 523方向

〔その他〕連絡南小型ジープ、スク
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事
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流
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マ
マ
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間各1)工事費ー … 259万円 の施設費および補償費、設計委託 うほか1234平方m) ‘ 1099方向 l ①七夕まつり関係費追加 12:5万円

⑦数急車積載用人工そ生器17方向 創設ど噌 令 、 775万円 ⑤大野'J，校舎警備(鉄筋 3 階 1 �; ①平塚鎮座会7ーケ ド改築事業

③その他大野出張所避醤針、各分 @八絡須賀線・平塚海岸伊事事原棉 うほか1462平方!n J ・マ 1000万円 補勧 (10分のい ω ‘・ 611方向

I'li庁舎と消防施設維持補修費など ・平塚稲山線各街路植樹 276万円 ⑤旭小校舎設吾1 および地耐力検査 ③幸町{中会アーケード改築事業補君主

主ZET322-22227 aZ11官話器査費負担 22立fTル整犠 ::722 ぷLゐ投開22
古Jf 1線君主ど 9 路線の道路改良工事 金総額 300J5'円のうち平塚分 ⑦ヱ沢中間務重量室改築、富士強小 びみどり会地下式ごみ箱三宮置補E主

-防じん鯨装 200方向

③八幡愛甲線制覇装300m ".294万円
③古川線改良850m ....…350万円

⑮徳延公所線改良500m

GJ!J，熊阜回線改良150m ・ー

③霊豊富 6 号線3m裟400m ・ 300万円

⑬コンポスト 3 号線改良 100万円 タ一等購入 ・…町… 102万円

@コンポスト 5 号線改良 156万円マ教育費関係・ 1億0406万円を増額

@i凶之宮工業沼地道路整備 400m =太洋中、土沢中、祭欝小、大野

...・ ..80万円 IJ'各校舎整備費、松原小屋内運動

⑬四之宮真土線舗装360m 204万円 場、土箆幼稚匡語、関崎公民館各新

@平塚大磯海岸線奨遊 280m ..". 設費、見附台体膏館整備工事第 3

200万円 規分君主どを計上しましたa

③平塚海岸伊勢原線線装 180m ...学絞重富傍草書係:

… 350万円 ①太洋中校舎整犠(鉄骨平家金工

@平埼京駅花水河口線簡易鱗装 、 木工室等330平方m) ぃ 691方向

350 m ・ 270方向 ②二士二沢中佼舎整備 f鉄骨平家金工

電車海岸関仲線築造30m'" 100方向 木工芸室等211=方m) ‘ 511方向

②工業団地 3号線築造 180方向 ③松原小墜内運動場新設(鉄骨平

車浅間大島線舗装160m 300方向 家524平方m) ........". 1231万円

⑧その他・徳延公所線など 5 路線 q;繁蕎小授舎整備(鉄筋 3 時事 1 と

ひ、

(10分の1) …....・… 15万円

〔その他〕趨工農林縄係の物件費追

加………υ ， …...."・57万円

Y財産費謡支出金関係. 671 方向を
l纏額=犬神清掃作業所鉱援用地質

収費、江腸中校地申立張予定地整地

工事費のほか安全都市対策費など

を追加計上。

①犬神清掃作業所拡張用地質収

(699平方m) …"".. ‘ 95万円

②江陽中拡張予定地整地 150方向

③部教育長選勝手当・...・・92万円

③安全都市民主送費追加〈防犯街路

rJ30重量分・道路標識等) '..58万円

⑤中南病続臨接続舎負担金、防災

建築街区造成事業現地調査会議負

担金、美化運動各地蕊委員会運営

費鰭勃金など …...・ 123万円

⑤簡易水道特別会計へ・ 24万円

①鐙業共済特別会計へ・ 24万円

③その他物件費などにi畠IJ096万円

用
制
に
関
す
る
お
問
い

統計図表コンク

ル
風
呂
敷
、
新
種
紙
、
態
手
、

一 J(..作品募集

名、年令、性別、

学校名または住号、

どを明記のこと。

と>く

う くコ

平塚地区保護笥会
平塚地区草壁lE保護婚入金
平塚市響少年問題協議会

市営
須賀

ブー Jレ@
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五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
つ
ゆ
時

に
、
便
所
の
菅
丞
が
懸
く
、
汲
み
取

り
口
か
ら
多
曇
の
潟
水
が
は
い
っ
た

後
問
か
担
当
あ
え
汲
み
取
れ
ν
作
業

に
支
欝
菅
吉
た
し
た
。
床
下
品
問
水
な

ど
の
と
吉
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て

も
そ
の
大
部
分
は
、
汲
み
取
り
ロ
を

ビ
ニ
ー
ル
か
、
ト
タ
ン
板
で
お
お
う

な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
で
防
止
で

き
る
も
の
だ
。
八
月1
九
月
は
台
風

シ
}
ズ
ン
、
時
雨
も
予
想
さ
れ
る
の

で
こ
の
際
、
時
間
底
し
た
方
法
を
講
じ

て
ほ
し
い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り

の
警
う
で
、
大
雨
の
と
君
、
マ
ン
一
公
債
の
交
付

ホ
l

ん
は
だ
い
じ
よ
う
ぶ
な
の
に
、
一

急
に
最
が
ふ
え
る
よ
う
な
と
き
は
、
一
あ
た
ら
し
く
で
嘗
た
、
「
糊
料
理
者
等
の
妻
に
対
ナ
る
特
別
給
付
金
支

地
面
予
の
錯
し
肘
一
か
ら
地
下
水
が
は
い
一
給
法
」
が
、
去
る
一
一
一
月
に
効
力
を
発
し
、
と
れ
に
も
と
づ
く
該
当
者

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
防
水
措
置
一
か
ら
の
請
求
欝
類
の
受
け
付
け
が
、
八
月
ゴ
同
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ

が
必
愛
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
も
う
一
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
度
、
汲
み
取
り
口
付
近
を
点
検
し
一
こ
の
度
律
に
よ
っ
て
、
戦
時
し
た

t

て
ほ
し
い
も
の
だ
。
一
奥
さ
ん
ガ
に
対
し
て
一
、
特
別
給
付

A

V

川
取
伝
襲
の
岱
収
に
協
力
争

7

る
ナ
一
し
て
間
同
か
ら
二
十
万
円
の
閤
震
が
古

が
ち
の
と
吋
踏
の
伝
聞
聞
の
回
叩
刊
か
で
一
さ
れ
ま
ナ
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次
に
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話
す
る
人
は
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嘗
な
く
て
、
護
者
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図
っ
て
い
る
側
一
の
受
給
が
で
き
ま
ナ
か
ら
、
市
仇

が
相
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当
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る
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汲
み
取

P

伝
開
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、
一
民
議
年
金
係
へ
と
椙
談
の
う
え
、

毎
月
、
そ
の
月
の
分
を
市
役
所
に
出
一
手
続
宮
世
お
取
り
く
だ
さ
い
。

ぎ
な
い
と
、
業
者
は
地
み
取
り
棋
Tマ
受
給
説
弱
者
・

入
、
非
議
人
、
箪
嵐

従
事
し
た
交
河
を
ふ
く
む
)
、

属
ハ
哨
翻
毎
加
者
・
特
別
来
叫

被
徴
用
者
な
ど
)
で
あ
っ
た

z

で
、
ζ
と
し
悶
月
一
日
に
お
い
て
、

公
務
孜
副
総
、
選
パ
年
金
、

金
な
ど
を
受
け
て
い
た
人
.

を

教
曹
韓
議
l

七
月
か
ら
内
容
充

市
の
教
育
研
四
百
一
助
は
、
七
月
か
ら
教
育
栂
談
の
恕
卦
職
員
を
一
ニ
人
に

ふ
や
し
、
市
内
を
、
田
市
・
東
部
・
商
部
の
一
一
「
プ
ロ
ッ
ク
に
わ
け
て
、

お
当
脚
職
員
を
派
議
す
る
対
象
授
を
お
お
は
ば
に
ひ
ろ
げ
る
こ
と
と

し
、
そ
の
第
一
回
め
の
格
談
百
穏
を
き
め
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
教
膏
哨
相
談
は
、

I!!) 

曹
一
一
フ
ジ
オ
「
み
ん
な
の
広
場
」
ニ

ッ
ポ
ン
放
送
毎
週
百
鰭
河
口
額
八
時

二
十
分
か
らe
第
一
週
私
の
一
提
案

箱
、
第
二
週
夢
声
の
提
案
籍
、
第

一
一
一
週
メ
イ
コ
の
提
案
箱
、
第
四
週

森
山
黙
の
提
繋
箱

軍
テ
レ
出
「
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
あ
の

ま
ち
と
の
ま
ち
」N
T
V④
毎
逓

白
磁
河
口
戟
八
時
間
十
五
分
か
ら
。



があ!Jまナ。このためi箆知もれとな

ってご迷感をかける仰が担当ありま

l すので、次の点でご協力ください。

a::出生局、転入f函を出されるとき、

独立京E量で設いはあいは、開局先

! とかアパート名などをかならず記

入しておいてくださいe 返送され

てくる通知書のほとんどが、この

記入のまいものです。

②市内で住所をかえたときも、か君主立野町公園・簡雲寺前 グ i自臼漁業協同組合前

競輪援 ・公住宅内 聞消防第 4 分節庁舎前 l らず昂けをナませておいてくださ

競輪誘 e 松本理容腐前 H 198 接吉よ子方 ・乗蓮寺 v'. 
松原公民一飽ー明石田了公害事 グ 20白 大郊公民館・宍鱒公民館 l ③また、表ιはぜひ出して指いてい

潟入青年会館 I! 21 臼 冥土公民館 l ただきたいものでナー

・老松宮J公匡富 ・東中原会E号館 l 曹億人ìi!i知をHJ しているものは

量豊研内 ・富士兇霞覇 t If 228 中原公民館・南原公民館! 予防接種法に定められている小児
大神公民主宮 ・横内原宅 D 2:i日 八摺公民鎚 ; マヒ予防接種(注射〉、緩憲、百

田村公民館・白村芝締宅 1 ・四之宮公民館 j 
臼せき予防接積、ジブテリャの予

畿回公民館(午前午後 紡接種と、結核予防法できめられ

市分庁舎前(午前午後."""..，.，'.，，"'" . …..,."....,.,. ているツベルクリンの 5 種類で

柏田農協倉路前 ; 予防注射の遜知 l 曹三み予防舗は遜知を出ざず、広
昼片岡青年会主官 ; 

i 報紙上と放送施設を通じて指知己
金問小学校(午前午後) i 衛生課は、予妨援態訟に定められて i

せしていまナ…ぃ 腸パラ予防接
土屋小学校〈 グ > いる各重量の予防接種をfÎなううえで 1

l 穣、小児マヒ生ワクチンの投与、
宮沢小学校 u 住履不明のため通知がIflせ友い伊jが

| インフルエンザの予防接議、臼本
綬復関築会所前 i あるとして、市民の協力を求めてい

脳炎の予防援程君主主どe
金万回寺山集会所前 i ます.

旭公民館 ・徳延明王院 I (衛生課のお願い〕予防接齢行なう
城島公民館〈午前午後)にあたっては、出生届、転入局など

金田公民館( グ こよって予窃盗寝台躍をつく担、こ

大洋中学校・岩崎武夫方!の台帳によって該当者lこ偲人i盈知を

夕鶴ケ丘母子寮 i しています。しかし、住所務転その

・須賀公民鎧 ;他で、通知書が返送されてくること
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※
i

衛
生
害
虫
※
残
留
隙
霧
滋
作
戦
の
使
用
薬
剤
に

の
叡
徐
は
、
ハ
は
、
グ
イ
ア
ジ
ノ
ン
五
%
乳
剤
の
十

正
に
は
じ
ま
っ
併
液
ハ
厚
生
省
基
準
〉
が
よ
い

e

ハ

て
、
ハ
エ
に
お
エ
に
対
す
る
効
果
が
大
吉
く
、
散
布

わ
る
と
震
っ
て
後
シ
ミ
が
目
立
た
な
い
か
ら
だ
。
器

も
い
い
す
ぎ
で
呉
は
痛
か
け
償
問
問
嗣
商
品
官
使
い
、
主
に

は
な
い
。
時
期
天
井
、
接
な
ど
に
、
一
平
方
針
当
担

約
に
も
今
月
は
五
十C
C
を
吹
吉
つ
け
る
。
こ
れ
は

ハ
エ
の
成
車
駆
か
攻
り
多
い
患
で
、
だ
い
た
い
、
し

③
徐
に
つ
い
て
考
ず
く
が
た
れ
そ
う
に
な
る
ま
で
と
思

え
て
み
よ
う
。
七
a
八
月
と
も
な
れ
っ
た
ら
よ
い
。
継
い
霧
で
じ
よ
う
ず

ば
無
神
経
な
人
で
も
、
ハ
エ
は
気
に
に
ま
け
ば
、
け
っ
こ
う
ま
け
る
。
た

な
ろ
う
。
ど
こ
に
で
も
い
て
手
と
わ
だ
、
作
業
が
や
や
お
お
げ
さ
で
、
家

い
般
で
あ
哲
、
赤
痢
e

腸
チ
フ
ス
な
の
攻
か
を
多
少
よ
ど
す
こ
と
も
あ
る

ど
の
伝
染
鰐
を
媒
介
す
る
。
かb
、
タ
タ
ミ
を
あ
げ
る
な
ど
、
大

※
:
と
こ
ろ
で
、
成
虫
掃
除
の
よ
う
な
体
制
聞
を

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ハ
ャ
と
れ
ば
理
想
的
だ
。

エ
の
遜
治
法
だ
が
、
}
一
嘉
弘
…
※
磁
留
臨
時
梢
訟
に
つ
い

般
に
、
か
ん
た
ん
な
積
一
年
ぬ
で
は
、
最
近
ダ
イ
ア
ジ

輯
器
で
、
独
創
附
を
家
庭
げ
門
司
一
ノ
ン
と
雲
う
よ
う
な
、

内
に
散
布
す
る
方
法
が
一
輔
副
朝
一
強
力
な
設
車
部
ー
か
現
わ

使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
一
幾
園
内
一
れ
て
、
効
力
、
に
お
い

は
だ
れ
に
で
も
で
き
叩
十
ー
な
ど
で
、
す
ぐ
れ
た
性

る
。
ζ
の
場
合
、
泊
剤
一
覇
軍
震
を
発
揮
し
て
い
る
の

は
毒
性
の
も
の
を
還
難
で
、
ハ
エ
室
長
関

ぷ
、
D
D
V
P
の
含
ま
甲
叩
紡
除
で
は
、
い
ち
ば
ん

れ
て
い
る
E
T
-
-

一
と
り
あ
げ
ら
れ
て
よ
い

い
。
欄
陶
も
の
だ
と
思
う
。
ま
た

※
ハ
エ
の
成
。
盟
退
治
の
一
時
ハ
川
乳
煎
十
慎
一
限
を
利
面
山

方
法
と
し
て
は
、
長
期
一
し
て
、
ハ
ケ
で
、
天
井

叡
徐
を
ね
ら
い
と
す
る
一
一
に
ぬ
る
方
法
や
、
台
所

残
留
瞬
時
輔
副
出
を
と
り
た
い
。
天
井
畜
台
、
鐙
所
な
ど
に
こ
の
液
を
し
た

と
か
援
と
か
、
燃
と
か
に
、
嘗
嘗
め
し
た
テ
ー
プ
を
つ
る
す
方
法
な
ど
も

の
長
い
殺
由
郊
を
ま
い
て
お
い
て
こ
か
志
君
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

れ
に
と
ま
っ
た
ハ
エ
を
殺
す
方
法
※
最
俸
に
、
今
図
説
明
し
た
残
留
法

だ
。
イ
エ
バ
エ
な
ど
は
、
夜
間
夫
も
、
成
虫
退
治
の
す
ぐ
れ
た
武
器
で

弁
に
と
ま
っ
て
休
む
性
震
が
あ
る
あ
る
こ
と
は
た
し
か
だ
。
し
か
し

が
、
残
留
積
霧
法
は
、
こ
の
性
扇
ハ
エ
退
治
は
、
発
生
源
(
ゴ
ミ
・
堆

を
判
利
用
す
る
意
時
で
合
理
的
な
も
肥
・
健
所
)
対
策
が
前
輪
で
あ
る
と

の
だ
。
町
前
回
目
の
結
果
で
は
、
サ
ナ
ギ
す
れ
ば
、
成
車
対
策
は
あ
く
ま
で
佐

か
ら
か
え
っ
た
ば
か
D

の
「
若
い
奴
輪
で
あ
る
。
と
の
ふ
た
つ
の
方
法
を

ほ
ど
よ
く
と
ま
る
」
と
震
わ
れ
、
と
お
し
ナ
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

の
方
法
が
一
麗
必
長
議
さ
れ
る
よ
う
完
全
な
ハ
エ
退
治
が
可
能
す
の
だ
、

に
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
を
お
忘
れ
な
き
ょ
う
。

ヵ、 〈告書 3 種郵便物認可〉て〉らひ沼和 38 年 7 .Fl 1013

る
ン
。
い
聞
に
く
め
た
お

3

同
岡
市
口

け
ゲ
ず
な
時
会
て
動
〉
け
時
ら
前
公
子

受
ト
ま
い
し
機
け
(
く
つ

9

か
鹿
町
築

を
ン
し
て
い
の
受
員
除
を
は
時
子
部
衣
内
不
世
帯

断
レ
闘
い
よ
こ
を

A
A
Eは印
中

1

奨
所
お
宅
み
査

診
、
巡
っ
で
。
新
人
人
・
前
は
川
荷
・
住
つ
検

康
に
そ
の
ま
ナ
診
の
る
も
午
後
。
府
叡
集
前
営
た
車
前

健
象
噺
ど
ま
ま
康
上
れ
中
旬
午
ナ
鼠
丘
公
塚
町
糾
市
丘
動
荘

、
対
診
な
た
み
健
以
け
一
前
ナ
、
ま
公
部
保
平
菌
浜
ケ
自
栄

ど
を
時
国
ン
着
ナ
も
才
受
・
午
で
で
い
水
黒
久
上
問
問
ケ
城
松
松

注
入
健
夕
、
で
た

5

で
一
は
後
ま
な
花
・
大
・
川
虹
竜
扇

ん
い
糾
ボ
~
ら
分
な
満
佼
麓
段
午
時
行

さ
主
無
・
な

3

あ
。
・
学
目
前
は
凶
で
自
尽
白
白
日

母
の
る
グ
ツ
~
、
い
象
や
阻
場
段
~
ま

M
U

店
時
げ
川
出

お
会
よ
ツ
ヤ

2

ひ
ざ
対
先
巡
会
後
分
時

る
機
に
ホ
シ
は
ぜ
だ
軍
曹

p
p
p
g
g

す
き
。
行
ん
く
し
前
@
館
館
舘
館
館
館
~
診
で
い

や
引
す
て
せ
な
め
学
す
民
民
民
民
民
民
分
康
諜
に

し
に
ま
し
ま
れ
す
入
で
公
公
公
公
公
公

ω

健
生
ち

生
月
し
対
し
忘
ナ
一
円
〉
村
原
水
村
間
隔
間
同
時
・
笥

発
前
回
に
出
お
お
上
部
寝
間
松
花
街
松
土

1

む

i
l

、
巡
者
を
、
う
以
間
接
、
、
、
援
寄
場
後
釦
れ
ん

ら
は
を
望
知
は
よ
月

1

邸
授
館
館
鐙
道
佼
鑓
館
選
午
}
で
く

か
課
射
罪
還
方
る
カ
人

1

学
民
民
民
武
学
民
館
震
活
も
に
き
働

れ
生
注
、
人
の
れ

8
1

第
小
公
公
公
台
小
公
箆
公
也
と
年
ペ
で

こ
衛
訪
は
僧
ち
か
後
は
(
野
原
見
質
的
}
野
間
同
公
費
駒
場
、
く
苫

、
。
予
封
、
持
お
生
金
…
大
中
土
須
見
慶
大
中
水
須
覧
会
@
が
お
加

は
ナ
脳
注
で
お
て
・
判
明
穫
富
援
活
各
で
人
て
や

炎
で
日
防
の
を
せ
児
、
自
白
臼
百
四
百
回
目
白

g
g

日
・
ま
の
け
家

脳
期
て
予
も
児
ざ
@
鎮
子
居
間
凶
日
山
口
訪
日
目

2

滋
幻
創
部
鉛
問
時
て
受
燦

本
時
い
の
う
象
け
ず
対
の
趨
月
窮
月
時

3
A

を
、

白
い
続
と
攻
対
受
ま
軍
曹

7
8
g
g
g
(
7
g
g
g
g

す
す
新
法

(7) 

引き続き民総予防

日
呂
田
日
目

印
刷
品
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U
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n 29 臼
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g 31 臼

8 月 1 臼

H 2 日

自
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日
目
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原子ごの風景・風俗
観光写真募集

行事・窪謹・交的

託手・観光施設などで照の紹介用に使

えるもの、黒吉本四ツ、カラスライ

ト、はライ力目立以」二、 8 月紅白までに
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山
間
昭
和
一
一
一
十
三
今
私
、
さ
一
巾
女
佑

山
山
山
叫
財
保
護
護
員
の
話
機
先
生
の
編
し

山
山
た
「
村
井
弦
婿
路
年
諮
」
の
明
治

問
山
一
一
一
寸
七
年
の
欄
に

間
山
山
手
塚
伶
平
塚
一
一
一
五
六
九
番
地
と

山
間
そ
れ
に
続
し
土
地
一
万
六
千
四

i
 
l
 

i
 
l
 
i
 

--

i
 
l
 
l
 
i
 

l
 
i
 

--

i
 

i
 
i
 
i
 

釈
の
南
口
に
た
つ
と
、
臨
時
業
会
館
護
手
に
穏
に
ひ
ろ
が
る
松
輔

が
み
え
ま
す
。
静
か
な
海
岸
住
宅
地
の
一
角
で
、
こ
こ
に
、
故

村
井
玄
斉
民
的
対
岳
を
一
つ
つ
し
村
持
会
闘
が
完
成
。
松
緩
の

き
け
る
ひ
る
さ
が
目
、
私
た
ち
は
こ
こ
に
揮
を
う
っ
し
ま
し
た



(8) 

品
可
湾
が
ら
、
相
談
室
に
か
え
て
「
買
の
ひ
ろ
ば
」
の
欄
を
段
げ
ま
し
た
。
市
内
五
十
名
の
広
報
モ

ニ
タ
ー
が
、
ま
ち
か
ど
や
、
近
所
、
あ
つ
ま
り
な
ど
で
と

b
え
た
市
民
の
声
、
宅
ニ
タ
1
岳
身
の

窓
昆
な
ど
を
、
交
代
で
執
筆
掲
載
し
ま
す

6

;
;
(
1
j
j
;
t
p
の
ひ
ろ
ば

配ごと

言葉室(毎月 2自〉
…ー

0だれにも言え 鶴私』輔輸
ないあなたの悩 "., w ~， 

み、心配ごとをち」 二議

そっと訴えてい 議室長 iW

ただく. 議議鞍』 あ
とき・毎月第 1 庄選鑑通語 I .... ...t 
第 3 月曜 S時一15持
ところ・…… 福祉事務所応援室
穏談員・....・e ・ 6婦人民主主委員ほか

相談内容・身のうえ・健康・家庭
・住居・織業・結婚・生活・教育
その他精神的経済的問題なんでも

山の神さん
高瀬 f真喜

い
慰
安
し
て
き
だ
小
学
校
郎

議
ア
彩
レ
オ
チ
十
年
の
男
子

謹
襲
撃
畿
襲
市
教
育
今
ま
で
の
友
人
と
も
別
れ
、
新
ら

総
務
瞬
間
泌
総
鵬
機
研
究
所

雛
麟
鱗
都
観
錦
繍
懇
育
…
砲
し
い
友
だ
ち
を
つ
く
ら
怠
け
れ
ば

針
許
制
艇
か
ら
い
け
な
い
。
知
能
が
遅
れ
て
い

ペ
酌
山
…
こ
の
子
は
最
近
転
校
し
る
。
気
が
弱
い
。
家
に
持
つ
で
も

-
t

て
曹
た
の
で
、
友
だ
ち
近
所
の
習
慣
に
も
な
れ
な
く
て
は

も
な
く
、
学
佼
に
も
な
じ
ま
な
く
い
け
な
い
。
大
人
だ
っ
て
大
変
で

で
ま
ど
ま
と
し
て
い
る
。
前
の
学
し
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
気
持
を
考

校
で
は
の
性
絡
の
こ
と
は
わ
か
ら
え
た
ら
、
わ
か
ら
な
い
で
も
な

な
い
が
〕
勉
議
は
で
古
る
方
で
は
い
。
そ
こ
で
学
校
で
は
担
任
が
グ

な
か
っ
た
ら
し
い
。
?
ル
ー
プ
指
導
と
か
休
み

四
月
か
ら
は
私
の
ク
ラ
)
ー
、
お
抑
制
戦
場
瞳
時
間
に
こ
の
干
の
気
持

ス
に
は
い
っ
て
い
る
わ
』
一
、

-
m融
制
肝
翻
隷
醐
曹
を
く
み
と
っ
て
や
る
こ

け
た
示
、
勉
強
の
稼
欲
鱗
簿
J
.輔
滋
樹
門
一
昨
と
だ
。
こ
の
子
の
性
格

は
毘
ら
れ
ず
、
気
持
ち
綴
努
恥
鳴
必
脚
九
に
合
う
よ
う
な
子
、
導

も
ひ
ね
く
れ
て
い
く
よ
麟
穣
鰭
滋
穣

w

い
て
い
け
る
よ
う
な
子

う
だ
。
気
の
弱
い
性
騒
を
阜
く
み
つ
け
、
学
校

で
進
ん
で
も
の
ご
と
を
し
よ
5

と
へ
行
け
ば
「
あ
の
子
と
話
し
合
う

は
し
な
い
。
ひ
ら
が
な
は
読
め
る
こ
と
が
で
曹
る
の
だ
」
と
い
う
自

が
漢
字
は
読
め
な
い
。
算
数
な
ど
僑
を
も
た
せ
る
こ
と
だ
。
そ
の
伸

は
も
ち
ろ
ん
だ
め
。
ま
た
最
近
は
開
聞
の
な
か
か
ら
学
抽
出
の
方
向
を
み

学
校
を
半
月
に
一
一
四
位
休
む
よ
う
い
だ
し
て
く
れ
る
も
の
だ
か
ら
:

に
な
っ
た
。
こ
の
子
は
ど
う
ナ
れ
あ
ま
り
急
示
な
い
で
楽
し
い
気
持

ば
教
え
る
で
し
ょ
う
か
。
を
持
た
せ
、
こ
の
学
校
の
環
境
に

配r
E
U
.

妹
と
露
間
の
白
人
暮
演
さ
せ
る
こ
と
が
当
商
の
指
導
方

し
、
妹
は
こ
と
し
入
針
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
し
た
の
だ
か
ら
問
題
は
な
さ
そ
担
当
・
打
箇
所
員

う
だ
。
転
校
し
て
吉
た
こ
の
子
。

8002755
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川
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潮
岬
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制
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日
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出
増
口

4
2
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苧

ワ
然
穣

F
F
F
F
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'
r

f

自
世

t
t
F
ι

広
島
血
肉
説

}
(
〈
〈
〈
(
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〈
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〈
者

数
て
倒
産
開M
2
2
2
2
ι

韓
晶
面
密
世
会
均

2
2
4
1
1
2
5
3
4
6

社
一

口
常
時
帆
口
・
庁
野
国
鼠
何
時
田
沢
白
一

指民のつくっすこー

文芸作品募集(夏の部)排
勾
「
娃
」
「
警
嵐
」
一
人
各
一
勾
づ
っ

短
歌
「
夏
の
雑
詠
一
一
人
三
首
以
内

川
柳
「
海
』
一
人
一
一
一
匂
以
内

@
選
者
俳
句
高
橋
忠
男
平
塚
俳
句
協
会

短
歌
中
村
清
四
郎
平
塚
短
歌
会

川
柳
渡
辺
夜
鶴
干
塚
川
柳
協
会

@
応
募
官
製
は
が
き
で
、
七
月
三
十
一
日
ま
て
に
、
市
教
委
社
会
教
育
課
へ

(
当
日
消
印
有
効
)

@
入
選
岳
部
と
も
十
席
ま
で
、
広
報
寸
ひ
ら
つ
か
」
九
月
号
紙
上
に
掲
載
発

表
し
ま
す
。

@
そ
の
他
応
募
の
は
が
き
に
は
、
部
別
の
記
号
と
し
て
、
俳
短

e
川
の
い
ず

れ
か
を

7

ル
で
潤
み
明
記
し
て
干
さ
に
例
⑫
。
書
休
は
措
書
に
限

り
ま
す
。
住
所
・
氏
名
を
明
記
のk
、
推
号
の
と
き
は
本
名
を
必
ず

書
き
添
え
て
下
さ
い
。

@ 

題

あるいはこの伝説は山の神ざん

No‘ 87 勧誘以前に発生していたものか
も知れず民館学者が珍らしがる

ほどとぽくな踏をもっているこ

とがおもしろい。

明治20年東海道線開遜以後は
校地の傍に踏み切りができ人家

もたちならんだがわたくしたち
の少年の演はみかかえもある大

昭和初年の戦災前まで毎年 1 訟が数本のとっていた。そのう
l 月 17臼に平塚新宿東町の山の神 ちの 1:$:は大島のときなかほと
l さんの祭典がおこなわれこの白 から折れたため折れ口を切って
をもって古来平塚新宿の年始日 腐れを訪ぞ手段として兜巾(と
と定めていた。とこの家にもい きん〉をかぶせたものなどもあ
く人かのお客さんがみえ夕食盈 った。
はそろって山の神さんへお参り 大抵もいつのまにか枯れ残つ

に行くのが例だった。狭い社域た数本の木とともに社殿は戦災

はもちろん厚木通まで露店がな で焼けあとかたもなくなってし

らび須賀遂の踏み切 D際まで入 まった。焼け跡に正保と享保の
1 で埋まった。連年きまって笠神 石器量寵の柱がころがっていたが
l 祭が奉総され卑わいな完世物小それもいまはみあたらない。
!援も出現した。 戦後18年今春漸く山の神ざん
; 山の神さんは天正 05ï3-92 が再建された。場所は[目地から
)中島署裳という高徳の坊さんが 300品f ほど東北にあたる。もと
小田原北条氏政の崇敬をうけこ は北面だったがこのたびは潟面
の地に一字を開くにあたって勧でi還あたりがよい。

講したと伝えている。なんでも 山の神は山を司る神であり山

このあたりは屡も君主お繕いほど の精気の妖怪でもある。また女
の松体で須駕にのこる伝説によ 震の異称でもある。この社の現
ると毎日裕の神と山の神とが喧 在のご祭神は大山咋命〈おおや
障していた場所であったそうだまづみのみこと〉である。

戦災法"， 1 .F.l 17日に祭典この尽をもってお来平塚新宿の

年始箆と定めbれていた・持重量をみた山の神吉九

平塚市教育委員会


